
《  申  請  書  》 チェック欄

1 申請場所は地番及び住所／住居表示番号の両方を明記している □
2 専用栓・共用栓の区分をしている □
3 お客さま番号を明記している（新設の場合、「新設」と記載） □
4 メーター番号を明記している（新設の場合、「新設」と記載） □
5 工事期間（予定）を明記している □
6 申請戸数を明記のしている □
7 使用者名を明記している □
8 使用予定人員を明記している（不明の場合、「４人」と記載） □
9 工事金額を明記している □
10 申請者及び利害関係者の同意は自署されている □
11 屋外排水管の管径及び延長を明記している □
12 予定排水量を明記している（不明の場合、15ｍ3/2ヵ月×人数で算出） □
13 工事の種類を明記している □
14 業種欄にその種別を明記している □
15 既設浄化槽の有無を明記している □
16 処理区域外の流入は事前の下水道放流許可申請書の提出をしている □
17 取付管等の設置願書は排水設備しゅん工予定日より６０日以前に提出

している □

18 放流水量認定（井戸水の使用等）、除害施設、特定施設、ポンプ施設の設置の
有無を明記している □

19 下水道本管から分岐する場合は、水道局の立会いを受け実施するよう
にしている □

20 他人の土地、家屋、排水設備（共有管を含む）を使用する場合は、所有権者の
同意を得ている（他人の土地、家屋、排水設備を使用しない場合は、申請者を
記載）

□

21 責任技術者氏名、登録番号を明記している □
《  図  面  》 チェック欄

  ［位置図］
1 位置図を添付している □
2 位置図には公共道路・店舗等の目標施設を明記している □
3 家屋は赤枠で囲んでいる □
4 屋内から本管まで配管経路を青色で図示している（矢印→で図示） □
  ［平面図］
1 用地境界線を図示している（周囲） □
2 隣接家屋を図示している（両隣等） □
3 隣接する道路は全幅員図示している □
4 公共下水道本管まで図示している □

申請等の際は下表内容をチェックすること。（下表明記以外については、法令等を遵守すること）
〇申請者氏名           〇設置場所             ’
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5 既設取付管の口径を図示している □
6 排水管の全延長を図示している（単距離は小数第3位四捨五入） □
7 既設排水管の口径、長さ、勾配を図示している（開発工事等による先

行工事分を含む） □

8 防護コンクリート施工部分を図示している □
9 各器具の名称を図示している □
10 各器具排水管の口径を図示している □
11 露出配管部は図示している □
12 掃除口の深さを図示している（小数第3位四捨五入） □
13 トラップの有無を図示している □
14 トラップの種類を図示している □
15 通気管を図示している □
16 ３階以上の高層建物は各階排水系統図（通気管を含む）を添付している

＜正面図＞ □

17 排水管勾配を図示している（小数第１位切捨て） □
18 既設管は－－－－－で図示している □
19 ドロップ等の掃除口深さは、全て記入している □
20 トイレのタンクの有無を図示している □
  ［縦断図］ □
1 縦断図を添付している □
2 掘削深さを明記している（小数第3位四捨五入） □
3 道路及び宅地の地盤高を正確に図示している □
4 掃除口の口径を図示している □
5 掃除口の深さを図示している □
6 排水管の勾配を図示している（小数第１位切捨て） □
7 本管、取付管及び既設管の縦断を図示している □
8 保護コンクリート部分を図示している □
9 ドロップ等の掃除口深さは、全て記入している □

《   構   造   》 チェック欄

［排水管］
1 排水管の土被りが0.2mを確保している □
2 規定土被りが確保できない場合は、コンクリートで管を保護している □
3 屋外露出配管は原則としてＶＰ管を使用すること。また、ＳＵＳ製支

持金具で適正な間隔もって支持固定している □

4 屋内露出配管で直射日光により、排水管の劣化の恐れがある場合は、
ＶＰ管を使用している □

5 屋内露出配管のうち、天井下配管の場合はＳＵＳ製吊り金具で固定し
ている □

6 立て管露出箇所は原則として地上から損傷の恐れのない高さまで保護
している □
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7 排水管は第一掃除口まで口径１５０㎜としている □
8 排水管の規定勾配を確保している □
9 排水管の規定口径を確保している □

［掃除口］ □
1 申請者宅地境界側に第１掃除口を設置している □
2 排水管の土被りが０．２ｍを超える場合は掃除口の口径は１５０㎜以上

としている □

3 屈曲点、集合点、直線部は内径１２０倍以内に掃除口を設置している □
4 雨水の流入を防ぐ位置に設置している □

［器具及び器具排水管］ □
1 各器具と排水管の接続部は、トラップの有無にかかわらず防臭パッキ

ン等を設置している □

［トラップ］ □
1 屋外トラップを設置している（屋内器具トラップが無い場合） □
2 二重トラップ構造となっていない □

［除害施設］ □
1 グリーストラップ、オイルトラップ、ヘアートラップ等を設置している □
2 トラップ槽の機種選定計算書を提出している □

［ポンプ圧送施設］ □
1 ポンプは、予備を含め２基以上設置している □
2 圧送管流末（吐出口）に掃除口を設置している □
3 ポンプ能力、受水槽の容量、圧送管径の決定計算書を提出している □

《  完 了 手 続 き  》 チェック欄

1 工事設置台帳には自署による同意を得ている
（土地、家屋、排水管の所有者等の利害関係人） □

2 台帳はしゅん工日を入れて５日以内に速やかに提出している □
3 ２戸以上のお客さま番号を有する場合は工事設置台帳の平面図もしく

は正面図に部屋番号及びお客さま番号を明記している □

4 不要な排水管は官民境界でキャップ止めしている □
5 浄化槽からの切り替えの場合、廃止の届出を環境部へ提出すること □
6 タンクレストイレを設置した場合は、台帳（平面図）に明示している □
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